
「進路を考える会」議事録／②法学・政治・経済系 

 

7階教室 

Aさん：中央大学 法学部 政治学科 

Bさん：明治大学 商学部 商学科 

 

 

1. 進路を決定した時期と、その大学を選んだ理由  

 

Aさん：3年次 前期 

    3年の春までは、慶応大学を志望していたが、就職や法曹系に強いことから、秋に中央大へ変更

した。 

    FLPという様々な学部が一緒に勉強できるのも魅力だった。 

 

Bさん：2年次 前期 

2年の春休みに決めた。 

第一志望は違ったが、明大はゼミに 2つ所属することが出来たので明治大の商学部に決めた。 

 

2. 入試方式 

 

Aさん：指定校推薦 

     

Bさん：早慶が第一志望だったので、明治は併願校。  

    入試科目は国英数（または社）を選択。元々は理系で、途中で文系にしたので、国英数で受験。 

 

3. 本格的に受験勉強を始めた時期 

  

Aさん：高校入学時から指定校推薦で受験すると決めていたので、入学時から勉強はしっかりしていた。 

    本格的に始めたのは、高 3の春で最終評定は 4.9だった。  

 

Bさん：受験を決めた高 2の春休みからスタートした。 

    高校に入学したらテニスをしたかったので、高 1は部活優先だった。  

 

 

 

 

 



4. 勉強方法 

 

Aさん：高 1～2までは独学、高 3の春～秋まで塾通い。 

    宿題はその日のうちにやるようにした。 

部活もしていたので、学校や隙間時間を活用し勉強した。 

    高 1、2は平日 3時間、休日 5時間くらい。 

3年生では、平日 5～6時間、休日 10時間くらい。  

朝は、5～6時で、夜は、9～11時。通学時間に、行きは国語の単語、帰りは英単語などと決め

ていた。 

質問メモ帳を作り、分からないことは先生に質問した。 

 

Bさん：1年生は部活と自主練でほとんど勉強しなかった。 

    2年生からは河合塾に週 5回で通っていた。（現代文、古文、漢文等） 

    平日は 5～6時間、休日は、8時間以上。 

    家では、集中出来ないので、塾か学校のフリスペ、空き時間は図書室等で勉強した。 

   

5. おすすめの参考書 

 

Aさん：学校で配られたものを活用。 

    英語は学校の単語帳「ネクステージ」を何周もした。 

    国語は、「みるみる覚える古文単語帳」を活用。 

    歴史は、雄幸先生の暗記プリントを吹き込んで通学時間に聞いた。 

    また、スタディサプリの動画も利用した。 

  

Bさん：国語（文法）は、塾のテキストを活用。 

    英語は、塾のテキスト、他に「ジーニアス 2000」、「単語王」はボリュームが多かった。 

    数学は、「フォーカスゴールド」を塾ですすめられ、取り寄せた。チャート式の問題集のように、

解説に重点をおいた参考書。 

 

6. 部活、委員会、行事との両立 

 

Aさん：吹奏楽部で忙しかったが忙しいことを言い訳にしたくなかったので、けじめをつけて頑張った。 

    スポ大は、3～4個参加し、高 2では翔鷗祭の出店代表もした。 

    行事前は、勉強時間が短くなるが、気持ちの切り替えとけじめが大切。  

  

Bさん：全てにおいて、けじめをつけて集中してやっていた。 

    何かをやっている時は、他のことを考えない。メリハリをつける。 

    部活を優先したかったので、スポ大、翔鷗祭はあまり参加しなかった。 



7. 受験の感想 

 

Aさん：受験は、正直大変だった。でも、受験で勉強したことが今役立っている。行き詰まったら、未

来の姿を想像して頑張って。 

 

Bさん：今までの人生で一番集中して勉強した。辛かったのでもう一回はやりたくない。 

    夏休みに集中して勉強し、2日だけ全力で遊んだけれど、翔鷗祭前の 9月は授業がないため、ガ

ス欠になり、秋に頑張れなくなった。ペース配分が大切。 

 

8. 大学の授業内容、学校生活全般の感想、入学前と印象の違い 

 

Aさん：大学は、授業やサークルで学びたいことは、どんどん学べるのでとても楽しい。 

    中央大は、1年から法学の勉強が出来、専門用語がたくさん出てきて難しいが面白い。 

    大学外の専門家から学ぶ機会も多く、自分が学びたいことが学べる。  

 

Bさん：神奈総と大学生活は、あまり変わらない。 

    授業はより専門的な内容を学べ、レベルも違うのでめちゃくちゃ楽しい。 

    高校以上に選択肢があるので、好きなことをとことん学べる。 

外部の企業からテーマをもらって調査することもある。 

神奈総は英語のレベルが高いのできちんと勉強して欲しい。 

   

9. 現役生に伝えたいこと 

 

Aさん：大学受験は人生で一番勉強する時。学校の授業が一番大切。学校の授業が基礎。 

    塾に行くために授業をおろそかにするのは間違っていると思う。 

    また、生活習慣はすぐに変えられない。朝型に変えるなど、生活習慣を整えることが大切。  

  

Bさん：高 3までにテーマ研究を終えて、高 3は勉強と考えていたけれど無理だった。 

    気合とけじめが大切。規則正しい生活を。 

    勉強も毎日していると習慣になる。学校の授業は基礎なので大切に。 

受験に関係ない科目でも役に立たないことはないのでおろそかにしないこと。 

    通学時間が短かったら電車の中は、遊びの時間にする。 

 

 

 

 

 

 



【 質疑応答 】 

 

● 後悔していることはあるか？ 

Aさん：テストで点数が良かった時に、解き直しをしない時があった。テストでは、まぐれで当たった

かもしれないので、必ず、解き直しをするのが大切。 

    先生の出題傾向や自分の理解度が分かる。  

 

● テーマ研究について 

Aさん：1年の時からコツコツやっておくのが良い。 

    関連のあるイベント等に行って、人脈を作っておくと良い。  

 

● オープンキャンパスには行ったか？ 

Aさん：模擬授業や先輩と話して、大学でどんなことを学ぶかが知れて良かった。  

    慶応と中央に行った。 

Bさん：早慶と明治に行った。 

    第一から第三志望の学校に行くことで気合が入る。 

 

● 神奈総への要望はあるか？ 

Aさん：90分先生から一方的に話を聞く授業は苦痛。 

    インプットだけでなく、アウトプットも必要だと思う。 

    読解等は、生徒同士での話し合いもしてみたかった。 

Bさん：後期に発展的な問題をして欲しい。 

 

● 英語の授業について 

Aさん：学校の授業のプレゼン、スピーチで英語力は養った。  

Bさん：学校の授業が良かったので、まず授業を第一に。プレゼン、スピーチが役に立った。 

 

● 検定に関しては？ 

Aさん：高 3で英検準 1級を取った。TOEICは在学中はなし。 

  

 

 


